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SSDキャッシュの管理

SSDキャッシュの仕組み

SSDキャッシュ機能は、アクセス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイ
テンシのソリッドステートドライブ（SSD）にキャッシュすることでシステムのパフォ
ーマンスを動的に向上させるコントローラベースの解決策 です。SSDキャッシュは、ホ
スト読み取りにのみ使用されます。

SSDキャッシュとプライマリキャッシュ

SSDキャッシュはセカンダリキャッシュであり、コントローラの動的ランダムアクセスメモリ（DRAM）にあ
るプライマリキャッシュと組み合わせて使用されます。

SSDキャッシュはプライマリキャッシュとは動作が異なります。

• プライマリキャッシュの場合、I/O処理ごとにキャッシュを介してデータをステージングする必要がありま
す。

プライマリキャッシュでは、ホスト読み取り後にデータがDRAMに格納されます。

• SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置してシステムの全体的なパフォーマンスを向上できる場合
にのみ使用されます。

SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされて2つの内部RAIDボリューム（コントローラご
とに1つ）に格納されます。RAIDボリュームはSSDキャッシュの作成時に自動的に作成されます。

内部RAIDボリュームは、内部的なキャッシュ処理に使用されます。これらのボリュームにはアクセスでき
ず、ユーザインターフェイスにも表示されません。ただし、ストレージアレイで許可されるボリュームの総数
には、これら2つのボリュームが含まれます。

SSDキャッシュの使用方法

インテリジェントキャッシングは、低レイテンシのドライブにデータを配置するため、そのデータに対する以
降の要求への応答時間を大幅に短縮できます。キャッシュ内のデータをプログラムが要求すると(キャッシュ
ヒットと呼ばれます)'低遅延ドライブはそのトランザクションを処理できますそれ以外の場合は「キャッシュ
ミス」が発生し、元の低速ドライブからデータにアクセスする必要があります。キャッシュヒット数が増える
と、全体的なパフォーマンスが向上します。

ホストプログラムがストレージアレイのドライブにアクセスすると、データはSSDキャッシュに格納されま
す。ホストプログラムが再度同じデータにアクセスすると、そのデータはハードドライブではなくSSDキャッ
シュから読み取られます。よくアクセスされるデータはSSDキャッシュに格納されます。ハードドライブ
は、SSDキャッシュからデータを読み取ることができない場合にのみアクセスされます。

SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置して全体的なシステムパフォーマンスを向上できる場合にのみ
使用されます。

CPUが読み取りデータを処理する必要がある場合は、次の手順に従います。
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1. DRAMキャッシュをチェックします。

2. DRAMキャッシュで検出されない場合は、SSDキャッシュをチェックします。

3. SSDキャッシュで見つからない場合は、ハードドライブから取得します。データをキャッシュする価値が
あると判断された場合は、SSDキャッシュにコピーします。

パフォーマンスの向上

最もアクセス頻度の高いデータ（ホットスポット）をSSDキャッシュにコピーすることで、ハードディスクの
処理効率が向上し、レイテンシが低減され、読み取りと書き込みの速度が向上します。ハイパフォーマンス
のSSDを使用してHDDボリュームのデータをキャッシュすると、I/Oパフォーマンスと応答時間が向上しま
す。

SSDキャッシュとの間のデータの移動には、単純なボリュームI/Oのメカニズムが使用されます。データがキ
ャッシュされてSSDに格納されると、そのデータの以降の読み取りはSSDキャッシュで実行されるた
め、HDDボリュームにアクセスする必要はありません。

SSDキャッシュとドライブセキュリティ機能

ドライブセキュリティを使用している（セキュリティ有効）ボリュームでSSDキャッシュを使用する場合は、
そのボリュームとSSDキャッシュのドライブセキュリティ機能が同じである必要があります。同じでない場
合、ボリュームはセキュリティ有効になりません。

SSDキャッシュの実装

SSDキャッシュを実装するには、次の手順を実行します。

1. SSDキャッシュを作成します。

2. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバ
ランシング転送の対象になりません。

SSDキャッシュの制限事項

ストレージアレイでSSDキャッシュを使用する場合の制限事項について説明します。

制限事項

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
転送の対象になりません。

• 現時点では、1つのストレージアレイでサポートされるSSDキャッシュは1つだけです。

• ストレージアレイで使用可能なSSDキャッシュの最大容量は10TBです。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュが有効または無効になっているボリュームをインポートまたはエクスポートした場合、キ
ャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。
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• SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まずSSDキャッシュを削除する必要があります。

ドライブセキュリティに関する制限事項

• SSDキャッシュでセキュリティを有効にすることができるのは、SSDキャッシュの作成時のみです。ボリ
ューム上のようにセキュリティをあとから有効にすることはできません。

• セキュリティ対応のドライブとセキュリティ対応でないドライブをSSDキャッシュで混在させる場合、そ
れらのドライブに対してドライブセキュリティを有効にすることはできません。

• セキュリティ有効ボリュームには、セキュリティが有効なSSDキャッシュが必要です。

SSDキャッシュの作成

システムパフォーマンスを動的に高速化するには、SSDキャッシュ機能を使用して、ア
クセス頻度が最も高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリッドステート
ドライブ（SSD）にキャッシュします。SSDキャッシュは、ホスト読み取りにのみ使用
されます。

開始する前に

ストレージアレイにSSDドライブが含まれている必要があります。

タスクの内容

新しいSSDキャッシュを作成するときに、1つまたは複数のドライブを使用できます。読み取りキャッシュは
ストレージアレイにあるため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが共有さ
れます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。

新しいSSDキャッシュを作成するときは、次のガイドラインに従ってください。

• SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできませ
ん。

• 1つのストレージアレイでサポートされるSSDキャッシュは1つだけです。

• SSDキャッシュが有効になっているボリュームが1つだけの場合は、SSDキャッシュ全体がそのボリュー
ムを所有するコントローラに割り当てられます。

• ストレージアレイで使用可能なSSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量
によって決まります。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュが有効または無効になっているボリュームをインポートまたはエクスポートした場合、キ
ャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
転送の対象になりません。

• 関連するボリュームがセキュリティ有効の場合は、セキュリティ有効のSSDキャッシュを作成してくださ
い。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニューをクリックします：Create [SSD Cache]。
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[SSDキャッシュの作成]ダイアログボックスが表示されます。

3. SSDキャッシュの名前を入力します。

4. 次の特性に基づいて使用するSSDキャッシュ候補を選択します。

特性 使用

容量 使用可能な容量（GiB）を示します。アプリケーションのストレージニーズに
応じて容量を選択します。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量に
よって異なります。SSDキャッシュに最大容量を超える容量を割り当てた場
合、超過した容量は使用できません。

SSDキャッシュの容量は、全体の割り当て容量にカウントされます。

合計ドライブ数 このSSDキャッシュで使用できるドライブの数が表示されます。必要なドラ
イブ数のSSD候補を選択します。

セキュリティ対応 SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうか
を示します。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ド
ライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合は、「セキュア対応」列
で「はい- FDE *」または「はい- FIPS *」を探します。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプシ
ョンを提供します。セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合は、セ
キュリティの有効化チェックボックスをオンにします。

いったん有効にすると、セキュリティを無効にすることはでき
ません。SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作
成時だけで、あとから有効にすることはできません。

DA対応 このSSDキャッシュ候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示
します。Data Assurance（DA）は、データがコントローラ経由でドライブに
転送される際に発生する可能性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したSSDキャッシュ候補を選択します。この
オプションはDA機能が有効になっている場合にのみ使用できます。

SSDキャッシュにはDAに対応したドライブとDAに対応していないドライブの
両方を含めることができますが、DAを使用するためにはすべてのドライブ
がDAに対応している必要があります。

5. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュをすぐに有効にするには、*ホストにマップされている既存の互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュを有効にする*チェックボックスをオンにします。

ドライブセキュリティとDAの機能が同じボリュームであれば互換性があります。
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6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

SSDキャッシュ設定の変更

SSDキャッシュの名前を編集して、ステータス、最大容量と現在の容量、ドライブセキ
ュリティとData Assuranceのステータス、および関連付けられているボリュームとドラ
イブを確認できます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 編集するSSDキャッシュを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

[SSDキャッシュ設定]ダイアログボックスが表示されます。

3. SSDキャッシュ設定を確認するか、必要に応じて編集します。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

名前 SSDキャッシュの名前が表示されます。この名前は変更できます。SSDキ
ャッシュの名前は必須です。

特性 SSDキャッシュのステータスが表示されます。ステータスは次のいずれか
です。

• 最適

• 不明

• デグレード

• 失敗（重大なMELイベントが生成されます）

• 中断

容量 SSDキャッシュの現在の容量と許容される最大容量が表示されます。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュサイ
ズによって異なります。

• 1 GiB以下

• 1GiBから2GiB

• 2GiBから4GiB

• 4 GiB超

セキュリティとDA SSDキャッシュのドライブセキュリティとData Assuranceのステータスが
表示されます。

• セキュリティ対応-- SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけ
で構成されているかどうかを示しますセキュリティ対応ドライブは、
データへの不正アクセスを防止できる自己暗号化ドライブです。

• * Secure-enabled *- SSDキャッシュでセキュリティが有効になってい
るかどうかを示します。

• *DA Capable *-- SSDキャッシュがDA対応ドライブだけで構成されて
いるかどうかを示しますDA対応ドライブでは、ホストとストレージア
レイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラー
をチェックして修正できます。

関連付けられているオ
ブジェクト

SSDキャッシュに関連付けられているボリュームとドライブが表示されま
す。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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SSDキャッシュの統計の表示

SSDキャッシュの統計（読み取り、書き込み、キャッシュヒット、キャッシュ割り当て
の割合、キャッシュ利用率など）を表示できます。

詳細統計のサブセットである一般統計は、[SSDキャッシュの統計を表示]ダイアログボックスに表示されま
す。SSDキャッシュの詳細統計は、すべてのSSD統計をファイルにエクスポートした場合にのみ表示できま

す .csv。

統計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに注意してく
ださい。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [SSD Cache statistics（SSD

キャッシュ統計の表示）]

[SSDキャッシュの統計を表示]ダイアログボックスが表示され、選択したSSDキャッシュの一般統計が表
示されます。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

読み取り SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの読み取りの合計数が
表示されます。書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシ
ュ処理が向上します。

書き込み SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの書き込みの総数。書
き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上しま
す。

キャッシュヒット キャッシュヒット数を表示します。

キャッシュヒット率 キャッシュヒットの割合が表示されます。この値は、キャッシュヒット
数/（読み取り+書き込み）から算出されます。効果的なSSDキャッシュ処
理には、キャッシュヒットの割合が50%以上である必要があります。

キャッシュ割り当て率 割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。こ
の値は、このコントローラで使用可能なSSDキャッシュストレージの割合
で表され、割り当て済みバイト数/使用可能バイト数から算出されます。

キャッシュ使用率 有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの
割合が表示されます。割り当てられているSSDキャッシュストレージの割
合として表されます。この量は、SSDキャッシュの利用率または密度を表
します。割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値。

すべてエクスポート SSDキャッシュのすべての統計をCSV形式にエクスポートします。エクス
ポートされたファイルには、SSDキャッシュの使用可能なすべての統計（
一般統計と詳細統計の両方）が含まれます。

3. 「キャンセル」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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